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初春の展示 縁起物〜織田土人形を中心に〜
開催中〜３月 23 日（日）10：00 ～ 17：00
休館日：毎週月曜日（祝日・振替休日と重なった場合は開館し、翌火曜日が休館）
雨田光平記念館（越前町織田）
入館料：一般 100 円　※中学生以下 70 歳以上は無料

　館蔵品の中から、人々が新年を祝う縁起物としてきたものを題材にした作品や、書き初め
の代わりに制作した作品を展示します。

雨田光平記念館　 0778−36−2666

重要文化財トピック展示 「朝倉館の日常」
1 月 16 日（木）〜３月 18 日（火）9：00 ～ 17：00
一乗谷朝倉氏遺跡資料館（福井市安波賀町）

入館料：一般 100 円（常設展入館料）　※高校生以下と 70 歳以上は無料（証明書必要）

一乗谷朝倉氏遺跡資料館　 0776−41−2301

水中綱引き（国選択無形民俗文化財）
１月 19 日（日）　美浜町日向

　昔、災害による土砂の取り除き作業中に大蛇が出て作業を妨げ
た。退治しようとその大蛇より長い綱を張って防いだことが事の
起こり。
　祭りの当日は、早朝より綱をつくり、橋に設置。同時に大漁旗
も設置。午後から集合してお神酒をいただく。その間村の代表者
が宇波西神社に参拝。午後２時頃、村の代表者が参拝より帰り次第、
白いパンツ姿に色とりどりのハチマキをした村の青年たちが次々
と橋の欄干等から川へ飛び込み、東西に分かれて綱を引きちぎる。
20 分くらいでどちらか一方が切れると綱を海の神に捧げるため、
外海に流す。　綱：直径 30cm　長さ 40 ｍ

美浜町観光協会　 0770−32−0222
　　　　　　　　　 HP http://www.wakasamihama.jp

第 4 回 でっち羊かんまつり＆
越前おおのふるさと味物語

2 月１日（土）、２日（日）
越前おおのまちなか交流センター
多目的ホール及び中庭（大野市明倫町）

　大野市内の菓子店の「でっち羊かん」を一堂に集めた味めぐり
を開催。その他、いちご大福まつり、実演販売コーナー、特産品
や名物の販売コーナーもあります。

大野商工会議所　 0779−66−1230

大人のためのプラネタリウム スペシャル

星空アルバム ～空と宇宙、100 年の思い出～
３月 21 日（金・祝）〜 23 日（日）　開演 17：00 〜　開場 16：45
福井県児童科学館 エンゼルランドふくい 1F スペースシアター（坂井市春江町）

　この 100 年の天文現象や宇宙に関するニュースについて、当時のメロディーとともに紹介
していきます。

定員：225 名　対象：高校生以上　入場料：大人 500 円、高校生 250 円

福井県児童科学館　 0776−51−8000

2013 年 12 月発行　・このニュースに関するお問い合わせは、☎0776 − 33 − 7571（株）コミネットまで

一般財団法人　三谷市民文化振興財団
〒910 − 8571  福井県福井市豊島１−３−１  三谷ビル
TEL：0776 − 20 − 3188 　 FAX：0776 − 20 − 3306

（池田町）

水
み ず

海
う み

のばいもしょ ２月 13 日

　国指定重要無形民俗文化財「水海の田
楽能舞」と対を成す、鵜

う

甘
か ん

神社にて五穀
豊穣を祈願する伝統行事。神前にて田
遊び神事が行われた後、５本の棒が拝殿
の外に撒かれ、外で待っていた子どもた
ちがそれを奪い合う。この棒を境内のイ
チョウの木に叩き付け、拝殿へ持ち帰っ
た者には大きな丸餅が与えられる。更に参拝者全員に角餅と
お神酒が振る舞われ、お開きとなる。

ふくいの無形文化財イベント情報
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ふるさとめぐり
第六回　敦賀市

　昔、蒙古の軍が敦賀の港に攻め入っ

た。その時、大きな地鳴りと共に数千

本の松の木が一夜にして生え伸びた。

そこへ気
け

比
ひ

神宮の遣いである白
し ら

鷺
さ ぎ

が、

何万羽もの群れを成し飛んできて、木々

に止まった。蒙古軍はそれを、おびた

だしい数の軍旗が翻っていると見間違

え、恐れおののき、撤退した。これが

今の気比の松原だという。

… 一夜松原（松原町） …伝説

国指定伝統的工芸品・経済産業大臣指定伝統的工芸品「越前焼」
素朴で頑丈な作りが特徴の「越前焼」。日本六古窯に数えられる。

　「波の間に転がる小貝を拾おうとする

と、それに混じって萩の花びらが漂っ

ている。」芭蕉の「奥の細道」に収録さ

れている一句。灰色の砂浜に、萩の花

びらと淡紅色の小貝が織り成す華やか

なコントラストが美しい。

　その昔、色ヶ浜で流行していた疫病を日隆大聖人が海辺の巨岩の上に３日３

晩に渡り、御祈祷の末退散させた。これを機に村人は妙法経力の素晴らしさを

知り、日隆大聖人に帰依し、地元の禅宗であった金泉寺を日隆大聖人の教化に

よって法華宗に改宗。現在の本隆寺となった。

色ヶ浜 本隆寺　■住所：〒914 − 0844 福井県敦賀市色浜 31−33

気比の松原
■住所：敦賀市松島町　北陸自動車道・敦賀 IC より 約 13 分

句碑に会いに行く

気比の松原に会いに行く

浪の間や小貝にまじる萩の塵
松尾芭蕉

句碑句碑句碑

池田町 提供
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　「
た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
願
い
で
舞
台
に
立

つ
「
舞
踊
ク
ラ
ブ 

さ
つ
き
会
」。
日
本
舞

踊
や
、
懐
メ
ロ
か
ら
流
行
の
歌
ま
で
、

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
嶺
北
の
高
齢
者
施

設
を
巡
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
、
人
気

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。

　
会
代
表
の
布
川
寿
栄
さ
ん
は
約
40
年

前
、
勤
め
先
の
上
司
に
宴
会
の
余
興
を

依
頼
さ
れ
、
黒
田
節
を
踊
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
日
本
舞
踊
の
世
界
に
入
っ
た
。

そ
の
後
、
各
流
派
に
師
事
す
る
友
人
と

と
も
に
、
縁
あ
っ
て
高
齢
者
施
設
で
舞

を
披
露
し
た
と
こ
ろ
好
評
。
同
会
の
発

足
に
繋
が
っ
た
。
以
来
20
年
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
70
代
に
も

関
ら
ず
、
年
間
80
日
も
の
ス
テ
ー
ジ
を

こ
な
す
。
生
き
甲
斐
に
も
な
っ
て
い
る

こ
の
活
動
を
「
10
年
後
も
ず
っ
と
続
け
て

い
る
」
と
、
布
川
さ
ん
は
強
く
頷
き
な
が

ら
断
言
し
た
。

■連絡先　舞踊クラブ さつき会　布川　 090−1637−6765

高円宮賜杯第 33 回全日本学童軟式野球大会にて

生
涯
現
役
　
観
る
人
に
舞
台
か
ら
元
気
の
お
す
そ
わ
け

「
舞
踊
ク
ラ
ブ 

さ
つ
き
会
」

　
県
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
、
今
年
初

め
て
「
高
円
宮
賜
杯
第
33
回
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
」
と
い
う
憧
れ
の
舞
台
へ

の
切
符
を
手
し
た
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
湊

ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ
」。
強
さ
の
秘
訣
は
日
頃

か
ら
培
っ
て
き
た「
団
結
力
」に
あ
る
。

　
モ
ッ
ト
ー
は
２
つ
。
１
つ
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

チ
ー
ム
で
は
餅
つ
き
大
会
や
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行

い
、
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　
次
に
「
応
援
し
て
く
れ
る
地
元
の

方
々
」
と
「
野
球
が
で
き
る
こ
と
」
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
を

心
掛
け
る
た
め
、
地
域
の
奉
仕
作
業
な
ど

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。

　
様
々
な
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
は
、
ピ
ン
チ
の
時
で
も
み
ん
な

で
支
え
合
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
自

然
と
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
野
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
人
と
繋

が
る
事
の
大
切
さ
も
日
々
学
ん
で
い
る
。

野
球
を
通
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
湊
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ
」

福井市

福井市

三谷市民文化振興財団の助成団体

　
日
本
刀
を
磨
く
、
と
い
う
仕
事
。
そ
の
使
命
と

は
？
　
役
割
と
は
？
　
そ
う
投
げ
か
け
る
や
い
な

や
、
藤
川
二
朗
さ
ん
は
迷
う
こ
と
な
く
「
美
術
文

化
財
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
研
磨
の

技
術
で
す
。
古
来
か
ら
繋
が
る
日
本
の
鉄
文
化
を

伝
え
、
残
す
も
の
な
の
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

実
用
的
な
刃
物
と
は
違
い
、
美
術
品
の
よ
う
に
修

復
す
る
仕
事
。
そ
れ
ゆ
え
、
藤
川
さ
ん
の
肩
書
き

に
は『
美
術
刀
剣
研
磨
師
』と
書
か
れ
て
い
る
。

　
３
代
続
く
研
磨
師
の
一
家
に
育
ち
、
20
代
の
時

に
東
京
で
３
年
間
基
本
を
学
ん
だ
後
、
父
親
に
弟

子
入
り
。
一
番
最
初
に
戸
惑
っ
た
の
は
、
磨
く
こ

と
で
も
な
く
、
触
る
こ
と
で
も
な
く
�
研
ぎ
台
に

座
る
こ
と
�
だ
っ
た
。「
自
分
の
体
重
で
砥
石
を

支
え
る
、
千
年
以
上
も
前
か
ら
続
く
姿
勢
な
ん
で

す
よ
。
自
然
に
座
っ
て
磨
く
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。

何
度
も
直
さ
れ
て
、
刀
を
研
ぐ
な
ん
て
遥
か
遠
い

未
来
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
」。

　
こ
の
世
界
に
入
っ
て
23
年
。
今
年
は
新
作
日
本

刀
・
研
磨
・
外
装
・
刀
職
技
術
展
覧
会
で
金
賞
を

受
賞
し
た
。『
差
し
込
み
研
ぎ
』
と
い
う
技
法
で
、

刃
紋
の
美
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
主
流
は
華
や
か
に
、
よ
り
綺
麗
に
見
せ
る
化
粧

研
ぎ
で
す
。
対
し
て
私
は
、
本
来
の
刃
が
持
つ
鉄

の
素
朴
さ
を
見
せ
る
技
法
で
す
。
隠
さ
れ
た
美
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
目
線
で
磨
く
。
女

性
の
場
合
だ
と
す
っ
ぴ
ん
が
一
番
綺
麗
だ
、
と

言
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
か
な
」。

　
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
も
藤
川
さ
ん
は
「
刀
剣
は

鉄
の
絵
画
だ
」と
何
度
も
口
に
し
た
。

「
刀
剣
に
は
、
武
器
で
あ
る
と
同
時
に
、
美
を
見

出
す
日
本
人
の
心
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
刃
紋
を
海

や
山
、
花
な
ど
自
然
に
見
立
て
、
ま
る
で
絵
画
の

よ
う
に
鉄
を
鑑
賞
す
る
の
で
す
。
古
い
刀
剣
を
手

に
す
る
と
、
時
代
の
趣
き
を
感
じ
ら
れ
ま
す
」。

　
平
安
時
代
や
南
北
朝
時
代
の
刀
剣
を
手
に
し
な

が
ら
さ
ら
り
と
磨
き
に
入
る
藤
川
さ
ん
の
眼
差
し

は
、
ま
る
で
当
時
を
生
き
て
き
た
か
の
よ
う
。
所

持
し
て
い
た
人
や
時
代
背
景
を
想
像
し
な
が
ら
、

心
に
落
と
し
込
ん
で
全
身
で
磨
く
。

「
仕
上
が
る
と
指
紋
が
す
り
減
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
そ
れ
で
も
日
々
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
刀
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
ね
」。

　
刀
剣
を
通
し
て
日
本
の
鉄
文
化
を
伝
え
る
。
時

代
に
必
要
な
人
が
福
井
に
い
る
。

砥石は乾いていると脆いが、水を含むと強く、
研磨力が高くなる。刀の製造年代に合わせて
砥石を使い分ける。

金賞受賞の刀剣「肥
ひ

前
ぜん

國
こく

河
こう

内
ちの

守
かみ

藤
ふじ

原
わらの

正
まさ

広
ひろ

」。荒波の
ような刃紋が印象的だ。

古
来
か
ら
伝
わ
る
鉄
文
化
を
修
復
保
護

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
美
術
刀
剣
に
仕
上
げ
る

ブンカのカガミ

藤
川
二
朗

● 

ふ
じ
か
わ
・
じ
ろ
う
／
１
９
６
４
年
福
井
市
生
ま
れ
。
20
代
は
音
楽
に
憧
れ
、
東
京
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
し

て
い
た
こ
と
も
。芸
術
に
親
し
む
生
活
を
送
り
職
に
生
か
す
。愛
刀
家
や
、刀
を
保
持
す
る
旧
家
、博
物
館
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
る
。

▲

募集の要領
　●助成の対象分野　・ボランティア活動

　　　　　　　　　　・スポ−ツ活動

　　　　　　　　　　・市民文化活動

　●助成の対象となる団体

　　■営利を目的としない次の条件を満たす団体
　　　１．福井県内で活動している団体

　　　２．会員が５名以上の団体

　　　３．設立１年を経過している団体

　　　４．特定の資格・経歴等の条件を必要としない、

　　　　　個人で加入できる民間の団体

　●助成金額　１件あたり約 20 ～ 50 万円

　●結果連絡 �選考員会による審査で決定し、

	 団体宛に連絡いたします。

　　　　　　　（採否の理由に関するお問い合わせには応じ兼ねます。）

一般財団法人 三谷市民文化振興財団

助成団体募集!!
　一般財団法人 三谷市民文化振興財団は、福井県内におけ

るボランティア活動、スポーツ活動、市民文化活動の振興を

通じて「こころ豊かな地域づくり、社会づくり」に貢献する

ことを目的として、2014 年度の助成団体の募集を行います。

みみたん

まずはお問い合わせを！
★ホームページから募集要領を読む
　三谷市民文化振興財団のホームページへアクセス
　　http://www.mitene.or.jp/m-zaidan/promo.html
　　または検索エンジンで↓

★お電話で募集要領を取り寄せる

　☎ 0776−20−3188　(一財) 三谷市民文化振興財団

三谷市民文化振興財団 検 索

クリック

上記より詳しい募集要領がございます。
以下にお問い合わせをしてから、ご応募ください。

2014 年春頃 ホームページにて発表

募集期間


